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寝屋川映像同好会会報

第７２号（２０１５０７）

発行 竹 田 幸 男

５月例会、吉岡地区委員を迎えて

■ 平成２７年６月例会

日 時：平成２７年６月１０日（水）

１３：３０ 市民活動センター

４F ワーキングスペース

出席者：天野 新井 小笠原 小林 竹下 竹田

谷

欠席者２名（50音順・敬称略）

例会次第

１．各会員の最近の活動状況･情報交換

２． 報告・連絡・協議事項

（１）会報筆者 天野さん

ＮＶＣ Ｍｏｎｔｈｌｙ

同好会ニュース

 

 

例会の窓
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（２）初級撮影会兼編集講習会の結果

・５月２１日（木）９：００東寝屋川駅集合 １２名参加

撮影地：野崎観音、午後は市民活動センター子供室において編集講習会

撮影・編集指導 竹田

撮影・編集講習会を１日で行ったため、すべての経過を体験できたと思う。

（３）映像協会撮影会

・日時：６月１１日（木）９：３０寝屋川市駅集合 雨天中止

・場所：万博記念公園

（４）７月の合同例会は別会場で

・レクリエーションを兼ねて光善寺・楽寿荘で７月１９日（日）開催

・１１：００現地集合、会費２，５００円。

（５）今年の大阪アマチュア映像祭出品作品の検討

・６月例会で検討・７月合同例会で決定。

・映像同好会からは、竹下さん「世界で一番大きないきもの」を推薦します。

（６）移転に伴う機器の持ち帰り等の問題

・テレビ等持ち帰り 天野さんに依頼。

・プレイヤーは、７月合同例会で使いたい。（今日は新井さんが持ち帰り。）

（７）市民文化祭作品は、9月例会で締め切り。

（８）９月１９日（土）映像北大阪との合同例会予告（後からの連絡で９／１２

に変更）

３．映写

（１）小林さん 「野崎観音」 ８分

・最後の場面ではBGMがあれば良かったと思います。

撮影時、画面がいろいろの方向に移動するので、連続の画面内では１回以上

の移動がないように映像を分割すればいいと思います。

（２）谷さん 「緑の野崎観音」 ５分２２秒

・ラストシーンで人々が背を見せて遠ざかっていく場面があり、終わりかなと

思ったら最後に又お寺の画面に戻って「終」になっていたので、お寺の画面

は不要でしょう。「終」の文字がぼやけていたので他の色にしては。

（３）新井さん 「野崎観音」 野崎観音撮影・編集会の様子のドキュメンタリ

ー、ストーリーと解説等のナレーションとを男声と女声で使い分けられてい

ます。
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（４）小笠原さん 「あべのハルカス：新世界に学ぶ」 １０分４秒

・田舎の人に見せたくてこの作品を作られた、とのこと。あべのハルカスと新

世界という異質のものをそれぞれ違う作り方で表現して組み合わされていま

す。

・新世界の部分、映像と大阪弁のおもしろい歌が良く合っています。

・あべのハルカス部分の最後に、遠景の映像がズームバックしていくとともに

クラシックのＢＧＭがエンディングを迎えてちょうど雰囲気が盛り上がった

ときに最後に近景の映像が入り込んで雰囲気を壊しています。ラストシーン

向けの映像の最後とＢＧＭの最後が一致するように編集を練り直されたら効

果が上がると思います。

・上から撮った建物の説明の時に、同時に地上で撮った建物建物の映像をはめ

込んでみてはどうかという提案も出ました。

（５）竹下さん 「はないちもんめ」 二条城：醍醐寺

・醍醐寺、満開の桜が見事です。偶然、子供たちが庭園で「はないちもんめ」

をして遊ぶ姿が撮影できて感動され、タイトルにしょうと決めたそうです。

・ナレーションでは二条城と醍醐寺の後ろ盾に家康と秀吉があると解説されて

いたので、花の美の勝負と権勢の勝負を「はないちもんめ」の歌詞にかけら

れてタイトルにされたものと思います。

４．会員の当面する問題点等（略）

５．来月の開催日 ７／８（水）１３時３０分 市駅前 産業振興会館５Ｆ

・次回は仮説会場での第１回の例会。

音声認識ソフト

天野 忠一

音声を作成するソフトに“音声合成”ソフトがあります。

身近なものには、私たちがビデオにナレーションを入れたい場合に使っているあ

のソフトです。自分の声でナレーションを作成することを苦手とする者、ナレー

ションを入れた時に映像がどう変わるかをチェックするには非常に便利なソフト

であり、利用価値のあるソフトと思っています。

随 想
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この音声合成ソフトによく似た名前で“音声認識”ソフトがあるのをご存知でし

ょうか。音声合成ソフト以上に凄いと思われるソフトに先日出会い、（iPhoneに

はこれに似たソフトが搭載されているかも）売り手のキャッチコピーと買い手の

ニーズが合致し、衝動的な面もありましたが購入しました。

その購入理由ですが、私がPCを使用する時は、１日５～６時間と極めて長時間P

Cと接しています。Web検索、文章作成・表計算、またeメール等々です。その時

は、長時間キーボードを打ちながらの作業ですが、打つことによる疲れが出てい

ることは否めない事実です。 そこでこのキーボードを打たずして、“よりスピー

デイに”“よりスマートに”PC作業が出来ないかと考えていたところに、下記の

キャッチコピーが目に入ったわけです。

キーボード入力より３倍効率よく作業が出来る！

（ということは、従来の1/3で作業が出来るということ と判断）

PC作業でこの疲れを少なくするには、これしかないという理由で購入しました。

購入したソフトは “ドラゴンスピーチ１１ Light”です。

http://japan.nuance.com/dragonspeech/case_study.html

現在、購入後の日数がまだ浅いためもあり、現在のところソフトの機能が十分発

揮されていないのが現状です。したがって音声認識によるPCの自動操作と、従来

どおりのマウスを併用した作業が続いています。私にとって何がハードルを高く

しているのかと考えた場合、①数多くの決められたＰＣ動作を指示するコマンド

（命令）を十分覚えきれていない事、また②このような事をしたい場合どう命令

をするのかのコマンドが十分まだ解っていないのが要因です。

販売元のプロモーションの内容、Web上のビデオのチュートリアルを見ています

と、いとも簡単にスイスイと作業が進んでいます。『これは楽だ、これなら確かに

効率が３倍UPする』のではと思ったのですが、私の場合その域に到達するには少

し時間がかかりそうです。

それでは、実際どのようにコマンド（命令）指示をしながら文章作成するのかWo

rdで見てみましょう。

◆起動

①デスクトップから『MSワードを起動』と命令しますと、MS Word の文章作

成画面が表示されます。

◆文章入力

②次に書きたい文章例えば『同窓会のお知らせ』と発音しますと、自動的に同窓
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会のお知らせと文章を書いてくれます。

③下の行に行きたい場合は、『次の行』と発音しますと下の行にマウスが移動しま

す。（Enter キー操作と同じ）

④また書きたい文章例えば『皆様お元気ですか』を発音しますと、自動的に皆様

お元気ですかと文章を書いてくれます。

⑤『！』マークが必要な時には、『感嘆符 または ビックリマーク または ビ

ックリ記号』と発音

⑥『。』句点が必要な場合は、『まる』と発音

◆文字の選択・センタリング・フォントサイズの変更

⑦文字○○を選択したい場合、『選択○○』と発音しますと○○文字を選択します。

⑧選択した○○文字を中央揃えにしたい場合、『クリック中央揃え』と発音します

と、中央へ移動します。

⑨中央へ移動させた○○文字の大きさを変えたい場合、『クリックフォントサイズ』

と発音し必要な文字サイズを

発音します。例えば18の場合『ジュウハチ』と発音し『Enterキーを押す』と発

音します。文字が大きくなります。

◆文字の修整・

⑩誤字△△を修正する場合、『選択△△』と発音しますと△△文字を選択します。

（⑦と同じ）『それを修正』と

発音すると、△△と同じ発音をする熟語サンプルを表示しますのでその中から番

号で（例えば３が正しい場合） 『３番選択』 『クリックＯＫ』と発音すれ

ば修整してくれます。

◆文字の挿入

⑪『山』の前に『でっかい』という文字を入れたい場合、①『前に挿入 山』

②『でっかい』と発音すると 山の前にでっかいが挿入されて “でっかい山”

となります。

◆文字の削除

⑫『選択■■』と発音しますと、■■文字を選択します。（⑦⑩と同じ）

⑬『それを削除』と発音しますと、■■文字が削除されます。

◆文字色を変える

⑫文字の色を変える場合、『選択◇◇から〇○』または『☆☆』と発音しますと、

◇◇から〇○文字をまた☆☆の文字を選択します。（⑦⑩⑫）と同じ

⑬『それを赤にする』と発音すると文字色が赤に変わります。

◆保存
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⑮『名前をつけて保存』と発音すると保存画面に変ります。

Wordで文章を作成する場合の例を記述しましたが、『 』のコマンド（命令）を

確実に覚えなければキーボードの入力作業より遅くなります。私の場合は圧倒的

にキーボード入力の方が早い状態です。

しかし慣れるに従い、Word、Web検索、eメール作業等にキーボード入力の必要

性が極端に減るとなれば、問題の疲れも少なくなると同時に、PCの周辺環境が大

きく様変わりし、経験したことのないPCライフが楽しめそうですので、今日も今

もPCの前で特訓しているところです。

F と ｆ

竹 田 幸 男

今回のタイトルを見ただけで「レンズのことだな」

と気がついた人は、相当なカメラ通、カメラマニアです。

今の世の中、Ｆとｆを、ほとんど意識せずにカメラを買ったり、写したりする人

が大半でしょう。

Ｆはレンズの明るさ、ｆはレンズの焦点距離です。レンズの直径（有効径）を

φとすると、

Ｆ＝ｆ／φ

の関係があります。レンズの直径が同じだとすると、焦点距離ｆが大きくなるほ

どＦが大きく、即ち明るさが暗くなります。焦点距離の大きいレンズ、すなわち

望遠レンズほど、明るく写すためには大きいレンズである必要があります。

上の式から、焦点距離ｆと直径φが同じであれば、Ｆ＝１になります。Ｆ＝１

を基準にして、明るさがその半分になるのはＦ＝１．４、さらにその半分になる

のはＦ＝２です。このようにして明るさは、

１→１．４→２→２．８→４→５．６→８→１１→１６

のように右に１段ずれるごとに明るさが半分になります。古いフィルムカメラ、

今でも交換レンズなどに彫り込まれている絞り値の数字がこのような値になって

いるのに気がつかれた方もあるでしょう。かつては自動露光装置などは無く、シ

ャッター値も絞り値も、カメラの表示を見て手動で設定していたので、この数値

が非常に大切な意味を持っていました。カメラ雑誌などの掲載写真の傍らには「Ｆ

８、１／１００秒」などと、データが表示されるのがおきまりでした。

さらにＦの値に３．５とか４．５とか６．３という数字があることをご存じの

方もあると思います。Ｆ３．５はＦ２．８とＦ４の中間、Ｆ４．５はＦ４とＦ５．

ＡＶＣメモ
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６の中間、Ｆ６．３はＦ５．６とＦ８の中間にあって、その差は それぞれ半絞り

と呼ばれています。その昔は絞りを一杯開けてもＦ６．３などという暗いレンズ

があり、それがＦ４．５に、Ｆ３．５に、Ｆ２．８に、Ｆ２にと、次第に明るく

なってきましたが、値段も高くなっていきました。フィルムの感度が上がり、フ

ィルムに代わる半導体光学素子（撮像素子－CCDやCMOSなど）の進歩に伴って、

レンズの方はコストを考えて少しは暗くても差し支えないと言うことで、Ｆ３．

５とかＦ４．５と言うレンズが多くなってきました。ズームレンズなどは、広角

側ではＦ２だか、望遠側にして行くに従って暗くなり、最望遠ではＦ４や５．６

になる、などという例もあります。

レンズの直径の「有効径」と言う意味について解説します。今の写真レンズは

虫眼鏡のように１枚ではなく複数（写真用は３枚～１０数枚）のレンズを組み合

わせてできています。そのレンズは皆直径が同じではなく、様々な直径のレンズ

が使われています。光の通り道を考えて、レンズ全体でどれぐらいの直径のレン

ズに相当するかを測定して有効径を決めています。

以上はレンズそのもののＦ値（開放Ｆ値）についてお話ししましたが、Ｆの値

が固定では明るさの調整ができなくて不便なので、レンズの中に光を制限する部

品を入れて通る光の量を制限します。これを絞りといい、レンズの外から調整し

ます。今のカメラの多くは電気的に絞りを調整できるようになっています。

ここまでは数値的なことだけをお話してきましたが、Ｆとｆには何の意味があ

るのか、という大切なことに触れましょう。

これは、画像、映像の美しさに関係がある、と言う答えになります。ポートレ

イトや花の写真を例に取れば、Ｆ値が小さい、明るいレンズで人の顔を撮ると、

目にピントが合っていても鼻がすでにぼけている、花であれば手前の花弁がはっ

きり写っていて後ろの花弁がすでにぼけている、という映像・画像が得られ、非

常に情緒的な表現ができます。このような場合、写った映像、画像は「焦点深度

が浅い」という表現になります。

明るい所、たとえば太陽光の元では、絞りが絞られる、または絞らなければな

らない状態になります。こういう状態では焦点深度の浅い映像は得られません。

そういうときはどうするか、というと速いシャッター速度にするか、ＮＤフィル

ターという色の濃いフィルターを使います。ＮＤフィルターは通過する光の量を

減らしますが、通過する光線の色の比率を変えない（色を変えない・色を付けな

い）フィルターです。

また集合写真を撮る時には、前の列から後ろの列の人まで、一様にはっきりし

た顔が写ってほしいものであり、そのためには絞りを絞って、明るさを確保する

ため遅いシャッター速度で撮ります。このように写した映像、画像は「焦点深度



- 8 -

が深い」という表現になります。

一方ｆの値は、映像・画像の大きさ、写る範囲に関係します。フィルムまたは

撮像素子の大きさが決まると、写る画面の範囲（画角）はｆが大きくなるほど狭

くなります。言い換えれば画面の中で相対的に大きく写ります。ｆの大きいレン

ズは望遠レンズ（または長焦点レンズ）と言われ、ｆの小さいレンズは広角レン

ズ（または短焦点レンズ）と呼ばれます。

フィルムカメラの時代、撮影画面が２４×３６ミリの「ライカ版」のカメラで

はｆ＝５０ｍｍのレンズが標準レンズと言われ、５０ミリ以下が短焦点レンズ、

５０ミリ以上が長焦点レンズでした。Ｆ（レンズの明るさ）が同じ場合でもｆ（焦

点距離）の大きいレンズほど焦点深度が浅くなります。ですからズームレンズで

あれば、広角の状態より焦点距離が長い望遠の状態にした方が「焦点深度が浅い」

状態になるので、情緒的な映像を撮りたいときは望遠状態で撮影すればいい、と

いうことになります。

このように、その時々、写す対象と目的によってＦとｆを有効に使い分けてい

い映像、いい画像を得て頂きたいと思います。 ■


